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2023(令和 5)年 7月 18日㈫ 
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2022（令和 4）年度活動報告（案）及び決算報告 

１． 活動の概要 

逗子ゼロ・ウェイストの会「エコ広場ずし」は、2020 年２月末市民交流センター撤退を機に、2021 年 4 月、桜山

に新活動拠点として「SDGs ネットワークひなた」のもと「エコ広場ずし＠桜山ひなた」をオープンさせた。以降 2

年間、地域の方々や市民の活動諸団体と交流と連携を深めながら、ゼロ・ウェイスト「エコ広場ずし」の枠を広げ

るべく活動をすすめたが、コロナ禍により窮屈な事態が続いた。2023 年 3 月「エコ広場ずし＠桜山ひなた」を撤

収、先立って 2022年 10月より、逗子 4丁目に新たな拠点を設ける方向で調整を始めた。 

2022 年度は、引き続きコロナ禍のなかではあったが、エコ広場ずし＠桜山ひなた、市民交流センタ

ー、サードプレイス仲町橋、陰陽洞店頭、市内各地区等で、もったいない市、フードドライブ、リペ

アカフェ、エコワークショップ、着物フェア、ファイバーリサイクル、バクテリア deキエーロ等生ご

み資源化相談会、啓発活動をボランティアスタッフの協力により進めた。新たにきものリメイク教室

もスタートした。 

12 月 7 日公益財団法人かながわ生き活き市民基金より「ふれあい・わかちあい事業」の賛同を得て、

第 18期福祉たすけあい基金 20万円の助成を受けた。 

  

 

 

 

 

 

２．エコ広場ずしにおける事業報告（詳細 P6～9） 

①もったいない市(リユースコーナー)は、市民交流センターにて期間限定（原則一週間）開催とし、4

月、5月、9月、10月、11月、12月、1月、2月、3月と実施した（計 59日）。7月（＠桜山ひなた雨

天中止）。一方桜山ひなたでの「もったいない市」フードドライブは 8 月、9 月、11 月、12 月に開催

した（計 8 日間）。7 月、2 月、3 月は雨天中止。広報活動としては他団体の催しもの等も掲示・告知

した。毎回告知チラシを作成し、スタッフの協力の下、市の広報掲示板に貼り出した（一部市の後援

で業者による）。 

②エコ広場に寄せられた壊れて使えない傘布からはエコバッグ、傘袋を作成し、もったいない市などで、

市民へ提供した。 

③フードﾄﾞライブへの呼びかけは、市民交流センター・エコ広場ずし＠桜山ひなたでの「もったいない

市」市開催と同時に実施し、逗子市社会福祉協議会へ提供した。合計 158.95kg。 

④ずしグリーンライフフェス（6 月 11～12 日）に参加し、もったいない市・着物リユースフェア・おも

ちゃ病院等を開催した。生ごみ処理器キエーロの展示説明や、紙資源の分別・海洋プラスチック問

題・地球温暖化などの環境問題についての啓発コーナーを設置し、さらに水 DO！キャンぺーンの啓発

活動を行なった。 

⑤エコ広場まつりについては、2023 年・桜山 1 月 22 日㈰に第 11 回として開催。前年の中止を受けて 2

年ぶりであった。テーマは、始めよう！「農」のある暮らし～循環する逗子へ～とし、今なぜ「農」

なのか、逗子での可能性の如何を映画（エディブル・シティ）や事例紹介（タマリバタケ、ごかんの

もり、南よこはま FARM、フラワーホリホリ＠グリーンヒル公園など）、ワークショップで探った。ま

た生ごみは宝！のスローガンのもと、各種生ごみ処理器（バクテリア de キエーロ、移動式生ごみ処

理機 hacorin、ダンボールコンポスト、LFCなど）を展示説明した。 

  



2 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥10月 28日(金)菌ちゃん先生こと吉田俊道さんの講演会を「ごきげんママプロジェクト」と共催で開催し

SNS で公募したところ日野市や綾瀬などからも来場者があり。「農」「生ごみや有機物の循環」につい

て関心の深さを再認識した。講演会録画は YOUTube で有料配信。その後行われたアフタートーク＠桜

山ひなたについても後日配信した。 

 

 

 

 

 

キエーロ 

フードドライブ もったいない市 

エコ広場まつりでの 
映画エディブル・シティ 

 

きものリメイク教室 

hacorin Refill japan 

他団体の告知 

エコ広場ずし＠桜山ひなた 

エコ広場まつりでの 
「農」をテーマにワークショップ 

 

ダンボールコンポスト 

傘布からエコバック 
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３．出張エコ広場の開催 

コロナ禍により中止になった回もあったが開催に努力した。 

① 沼間地区＝沼間コミュニティセンター（原則毎月第 1金・土） 

緊急事態宣言が出ていたが、 22 年度から４月から 3 ヵ月ぶりに 

開催することが出来た。8月は猛暑のため夏休みとした。9月から

は予定通り順調に開催することが出来た。 

開催日前日には、作山ひなたの拠点から物品を運び出し、エコ広

場終了時に再び車で拠点に戻すのが大変だった。ボランティアス

タッフは、4～5名。（吉） 

② 久木 8丁目地区＝SEIYU ハイランド店前（原則偶数月第３金・土曜日） 

２ヵ月に一度第３金曜日・土曜日に開催。青空の下テント

を張っての出店なので、雨天の場合は中止せざるを得ない。

10 数名のボランティアの方々・ハイランド自治会のサポー

ト（チラシの回覧・軽トラによる運搬等）に支えられ、地

元ばかりではなく逗子市内・近隣地域等からも来場者多数。

西友の 12月歳末セールに配慮し、2023年からは奇数月開催

とする。(海)  

③ すいどうみち＝井上商店駐車場（原則月末土曜日） 

井上酒店の協力で、原則月末の土曜に開催（4 月、５月、６月、10 月：2

回、12 月。7＆8 月夏休み。1～2 月冬休み、3 月雨天中止）。年度後半、井

上商店前の斎藤宅の空き倉庫を借りることができ設営＆撤収に大いに助か

った。着物リユースコーナーは毎回好評だが、酒店の事情で駐車場は一旦

閉鎖となり使用不可となった。近隣の方々からは再開を期待されている。

（杉） 

⑤小坪地区＝小坪コミュニティセンター スタッフ事情等により撤収 

⑥陰陽洞店頭（開店時） 

市民交流センタ－・桜山ひなたでの「もったいない市」終了後、陰

陽洞店頭に食器類をに搬入し、自由に持ち帰りが出来るようにエコ

広場のスペースを提供してもらっている。来店者に限らず、通りが

かりの通行人にも好評。店内ではエコ広場関連のチラシ類を展示し、  

イベントの案内やボランティア募集の呼びかけその他の告知にも協  

力を頂いている。4月～３月（８月・12月除く）合計200.9kg。(海) 

 

 

４．リペアカフェの開催 

 

 

 

包丁研ぎ実習・繕いものなどを通して、限られ  

た資源を大事にする丁寧な暮らし方を提案し、

仲 町 橋 サ ー ド プ レ イ ス を 拠 点 と す る

「zushikomachとともに、アムステルダムのリペア・

カフェ本部登録の「リペアカフェ逗子」として活動。 
繕いもの 包丁研ぎ 
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５. エコワークショップの開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６. ごみゼロデー（5月 30日）への参画 

海に流れるごみの 7 割は、まちなかからといわれている。昨年

に引き継ぎ、市民へ呼びかけ、自宅から逗子海岸までのルート

にてまちなかのごみを拾いながら集合するイベントを実施。 

★参加者：6名  

★燃やすごみ・その他プラスチック類・ペットボトル・

タバコの吸い殻等合計約９kg回収 

７．ずしグリーンフェス２０２2（6月１１～１２日）への参画 

持続可能な未来を創るために選択しよう！やさしい暮らし♪をテーマに開催。多彩な企画に実行委員会の

一員として参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

タペストリー作り 

多彩な催し 会場風景 
告知チラシ 

半幅帯でポシェット作り 

　　　　　作成 　2023-7 　石川

日時 場所 包丁研ぎ 傘修理 繕い物 協力金

4月14日(木） 展示スペース１F 6名 4名 ¥1,100

5月12日（木） 展示スペース１F 10名 1名 3名 ¥1,610

6月11日(土)

（ずしグリーンライフフェス）
第一会議室 3名 2名 1名 ¥300

7月14日  (木） 展示スペース1F 5名 8名 ¥1,150

8月11日（木） 展示スペース1F 5名 1名 1名 ¥1,000

9月8日（木） 展示スペース1F 7名 1名 ¥800

10月13日(日) 展示スペース1F 6名 1名 ¥800

11月10日(木) 展示スペース1F 5名 3名 ¥350

12月15日（木） 展示スペース1F 7名 2名 ¥710
1月22日（日）

エコ広場まつり
第一会議室 10名 3名 ¥900

2月9日（木） 展示スペース1F 3名 3名 ¥500

3月16日(木） 展示スペース1F 18名
（植木バ

サミ2丁）
3名 ¥2,100

合計 85名 4名2丁 33名 ¥11,320

リペアカフェ２０２２(令和4)年度活動報告　
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７．神奈川県・環境諸団体・市民との協働・連携 

 ・2025 年 3 月、生ごみの分別収集、資源化が始まることを受け、資源循環課による説明会（全 7 回）へ参加。生ご

み処理機への関心が高まる状況下、エコ広場開催時にキエーロの説明を依頼される。 

・プラごみゼロ活動を進める会における逗子市内商店街を対象とした「プラスチックごみ削減に関するアンケート調

査」へ協力した（7月調査、11月報告書）。 

 ・神奈川県ワンウェイプラ削減実行委員会、プラごみゼロ宣言に継続して参画し、共にラごみゼロ活動を進めた。 

・ファイバーリサイクルネットワーク(FRN)の活動と連携し、地域にファイバーリサイクルを年 2回呼びかけた。 

5月 18日㈫合計 1,310kg 回収 11月 29日㈫合計 1,600kg  回収 

                               ・5/28-29逗子の古民家再生スペース「cas!ca」のオープニング 

                                イベントに「エコ広場」も出店し、市内で活動する他団体との繋                           

がりを持った。→着物リメイクファッションショーに着物を提供

した。（11/２４木＠逗子文化プラザホール）      

・水 Do！と連携した「リフィル湘南」の活動に参加し、全国で活

動する地域リフィルと交流した。 

   ・逗子市商工会とともに、生ごみ処理容器キエーロの普及活動を

共に進めた。2台の販売につながった。  

                                                                               

８. その他広報活動等 

 ・WEB ページ（https://machiakazushi.wixsite.com/3rdage）、Facebook（現在４７５人がフォロー中）を定期的に更

新し、また YouTube(フォロアー数  人)を開設し PRに努めた。 

・リペアカフェ・エコワークショップ・もったいない市・出張エコ広場などイベントの開催に向けて都度チラシを作成し、

広報板への掲示、及び広報ずしへの掲載を随時おこなった。 

・「逗子文化の会」のニュースレター・逗子葉山経済新聞、タウンニュース、湘南ビーチ FM等にて、「エコ広場ずし」

の活動状況が随時取り上げられた。  

https://machiakazushi.wixsite.com/3rdage
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2022年度収支決算書（2022年 4 月 1日～2023年 3 月 31日） 
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逗子ゼロ・ウェイストの会 2023年（令和 4年）度活動計画（案） 

方針（案）  

① 今ある資源を無駄にせず、次世代へ豊かな自然環境を引き継ぐことをミッションとし「ゼロ・ウェ

イストのまち逗子」を目指し、地域で活動する諸団体と共に「SDGs のまちづくり」活動を展開する。 

② 誰一人残さず元気に暮らすことができるまちづくりを目指し、新たな活動拠点エコ広場ずし＠仲町

橋（赤い橋）のもと、地域に開かれた「ふれあい・わかちあい活動」を展開していく。 

③ 「あなたの要らないもの」が「誰かのありがとう」に！つながるよう「エコ広場ずし」の活動をエ

コ広場ずし＠仲町橋（赤い橋）、市民交流センター、出張エコ広場等で定期的に開催する。 

④ フードドライブはエコ広場ずしの取り組みの一環として市民と共に拡げていく。またスズキヤ逗子

駅前店で開催される社会福祉協議会の催しにスタッフとして協力していく。 

⑤ プラスチック製品の海洋汚染を考え、プラスチック容器（製品）のリユースを進める市民と連携し、

つくる責任・つかう責任を踏まえた活動を進める。 

⑥ 逗子市の 2025 年 3 月生ごみの分別収集、資源化に鑑み、生ごみリサイクルのみならず、燃やすごみの

減量化を進め、地域内循環についても検討する。 

エコ広場ずし活動（案） 

・もったいない市 ⇒原則毎月月曜日にエコ広場ずし＠仲町橋（赤い橋）で開催。並行して市民交流セン

ターでも都度開催。 

・リペアカフェ：繕い物・包丁研ぎ・傘直し ⇒原則毎月第二木曜日＠市民交流センター 

・フードドライブ ⇒もったいない市の一環（逗子市社会福祉協議会等との協働）として開催。スズキヤ

逗子駅前店店頭（偶数月第一木曜）に協力。かながわ学生ボランティア連合 CoCoLo の会等とも引き続

き協力。 

・バクテリア de キエーロ・生ごみ相談日 ⇒ もったいない市の一環として開催 

・エコワークショップ（紙袋・傘布バッグ・ジーンズからバッグ作り等）⇒ずしグリーンライフフェス＆

エコ広場まつり等で開催 

・こどもエコワークショップ⇒冬休み企画：工作教室・稲わら工作・せっけんづくり… 

・ごみゼロデー（まちなか～海へのごみ拾い）⇒5月 30日（ごみゼロの日）に実施 

・ずしグリーンライフフェスへの参加 ⇒6月 10㈯～11日㈰）に参加  

・おもちゃ病院 ⇒ずしグリーンライフフェス＆エコ広場まつり 

・ファイバーリサイクル ⇒5月・11月に参加 

・エコ広場まつり： 2024年 1月 28日㈰に開催（予定）。 

出張エコ広場ずし活動 （案） 

・沼間地区＝沼間コミュニティセンター（毎月第 1金・土） 

・久木 8丁目地区＝ハイランド西友ストア前（奇数月第３金・土） 

・すいどうみち＝井上商店駐車場（毎月末土/7・8月休み）⇒再開の可能性を探る 

・陰陽洞店頭リユース市＝引き続き協力関係を強める 

フォーラムの開催・講演会（廃棄物）処理施設・下水道処理施設など）への参加・研修ツアーの実施 

・講演会への参加＆研修ツアー（案）：①夏のリサイクルきものフェア：8 月 1 日㈫＠かながわ県民セン

ター ②給水スポット（JR 鎌倉駅西口広場・パタゴニア店内など）の見学ツアー ③葉山町生ごみ分別

収集処理施設（予定地）の視察 ④ゼロ・ウェイストタウン上勝のスタディツアー 

行政・環境活動諸団体・市民との協働＆連携 

・神奈川県・ずしし環境会議 ・あずまの森（日本自然保護協会）・逗子プラごみゼロ活動を進める会・

cas!ca ・CoCoLoの会・水 Do!ネットワーク（Refill湘南）：無料給水スポットの市内設置の働きかけ・

チキチータ（平飼卵）等リユース食器推進グループ・「SDGｓネットワークひなた」参加団体等。 
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2023年度予算書（案）（2023年 4月 1日～2024年 3 月 31日）
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